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自治労北海道本部女性部

講
演
「
『
女
性
活
躍
』

政
策
の
課
題
を
検
証
す

る
～
女
性
の
『
時
間
貧

困
』
、
男
性
の
『
関
係

貧
困
』
」
と
題
し
、
水

無
田
気
流
さ
ん
（
詩
人
・

社
会
学
者
／
國
學
院
大

學
教
授
）
か
ら
講
演
を

受
け
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
統
計
や
研

究
に
よ
る
数
値
を
も
と

に
、
女
性
と
男
性
の
労

働
時
間
や
家
事
労
働
時

間
の
比
較
、
離
職
率
や

給
与
比
較
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
、
「
与
党
の
女

性
政
策
は
な
ん
で
も
女

性
に
お
願
い
政
策
。
自

民
党
の
女
性
関
連
政
策

は
、
女
性
の
主
体
性
を

認
め
て
い
な
い
。
望
ま

し
さ
の
良
い
と
こ
ど
り

だ
」
と
指
摘
し
た
。
最

後
に
「
男
女
問
わ
ず
総

合
的
な
働
き
方
暮
ら
し

方
の
見
直
し
が
必
要
で
、

働
き
方
改
革
と
暮
ら
し

方
改
革
を
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

「
自
治
労
青
年
女
性
オ

キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
」
に

道
本
部
か
ら
参
加
し
た

山
口
樹
里
さ
ん
（
釧
根

地
方
本
部
・
羅
臼
町
職

労
）
、
多
田
牧
子
さ
ん

（
上
川
地
本
・
富
良
野

市
労
連
）
か
ら
報
告
を

う

け

、

山

口

さ

ん

は

「
高
江
で
、
座
り
込
み

を
規
制
す
る
機
動
隊
も

私
た
ち
と
同
じ
公
務
員
。

私
た
ち
も
い
つ
こ
の
よ

う
な
立
場
に
置
か
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
住
民

に
対
し
て
自
分
た
ち
が

意
図
し
な
い
こ
と
を
仕

事
と
し
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ク

だ
」
と
話
し
た
。

６
つ
の
テ
ー
マ
で
分

け

た

分

散

会

で

は

、

「
女
性
が
集
ま
る
場
を

設
け
て
地
道
に
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
、

「
女
性
し
か
気
づ
け
な

い
こ
と
は
女
性
が
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
」
、
「
管
理

職
と
な
っ
た
女
性
も
支

え
て
い
け
る
仲
間
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
報
告
が
あ
っ
た
。

講
演
Ⅰ
で
は
「
ど
う

な
る
？
日
本
。
ど
う
な

る
？
北
海
道
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
身
近
な
問
題
…
」
と

題
し
て
。
徳
永
エ
リ
参

議
院
議
員
か
ら
講
演
を

受
け
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農

業
問
題
だ
け
で
な
く
、

医
療
や
薬
価
、
労
働
雇

用
、
食
の
安
心
安
全
等

に
つ
い
て
多
く
の
影
響

が
あ
り
、
「
マ
ス
コ
ミ

報
道
に
と
ら
わ
れ
ず
自

分
の
目
で
見
極
め
る
力

が
大
切
。
議
論
な
き
一

党
体
制
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
重
要
な

問
題
だ
」
と
述
べ
た
。

講
演
Ⅱ
で
は
「
国
政

報
告
・
政
治
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
、
あ
い

は
ら
く
み
こ
参
議
院
議

員
か
ら
講
演
を
受
け
た
。

「
将
来
に
ど
ん
な
社
会

を
残
し
て
い
く
の
か
。

女
性
が
頑
張
れ
ば
社
会

が
変
わ
る
。
厳
し
い
職

場
状
況
の
中
だ
と
思
う

が
、
一
番
大
事
で
一
番

も
の
を
言
い
合
え
る
労

働
組
合
が
み
な
さ
ん
に

は
あ
る
。
そ
こ
を
活
発

化
さ
せ
て
い
く
、
そ
の

中
心
に
な
っ
て
い
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
」

と
述
べ
た
。

各
集
会

の
最
後
に

は
土
田
女

性
部
長
か
ら
「
今
年
は

こ
れ
を
や
ろ
う
！
な
ど

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
一

つ
ず
つ
取
り
組
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。
何
よ
り

も
女
性
の
集
ま
る
場
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
「
日

ご
ろ
か
ら
政
治
闘
争
の

必
要
性
を
考
え
、
数
の

暴
挙
で
政
治
を
さ
せ
な

い
、
労
働
者
視
点
の
議

員
を
政
治
の
場
に
送
り

出
す
こ
と
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

第
36
回
女
性
交
流
集
会
・
女
性
政
治
学
習
会

女
性
交
流
集
会

道
本
部
女
性
部
は
、
札
幌
市
で
１
月
28
日
に
第
36
回
女

性
交
流
集
会
を
開
き
、
79
単
組
・
総
支
部
１
消
防
協
136

人
が
参
加
し
た
。
翌
29
日
は
女
性
政
治
学
習
会
を
開
き
、

73
単
組
・
総
支
部
１
消
防
協
121
人
が
参
加
し
た
。

【
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
報
告
】

【
分
散
会
】

女
性
政
治
学
習
会

▼
私
た
ち
の
代
表
！
あ
い
は

ら
く
み
こ
参
議
院
議
員

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
。

徳
永
エ
リ
参
議
院
議
員

▲（写真右上）講師の水無田気流さん、（右下）平和の

旅報告の山口樹里さん、（左上下）分散会の様子

女
性
部
長
ま
と
め
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道
本
部
女
性
部
で
は
、
女

性
の
は
た
ら
く
権
利
確
立
運

動
強
化
月
間
に
『
総
点
検
・

総
学
習
・
総
実
践
』
を
提
起

し
て
い
ま
す
。
女
性
の
声
を

集
め
る
た
め
何
か
『
女
性
の

集
ま
る
場
』
を
企
画
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
交
流
会
や
茶
話

会
か
ら
一
歩
進
ん
だ
『
女
性

の
集
ま
る
場
』
を
ご
紹
介
！

◆
上
川
町
職
労
女
性
部
「
町

長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
。

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
自
体
は
町

の
事
業
で
す
が
、
町
長
と
女

性
部
員
が
直
接
意
見
交
換
で

き
る
貴
重
な
機
会
。
あ
ま
～

い
ス
イ
ー
ツ
も
魅
力
的
！

◆
釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
女

性
部
「
独
自
要
求
交
渉
報
告
」
。

例
年
女
性
部
で
単
独
の
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

翌
日
の
新
年
会
で
さ
ら
に
団

結
カ
ン
パ
イ
！
（
笑
）

◆
大
阪
府
大
阪
市
職
労
「
育

児
休
業
中
組
合
員
向
け
セ
ミ

ナ
ー
」
。
隣
の
単
組
と
合
同

で
や
っ
て
み
る
の
も
面
白
い

カ
モ
？
！
同
じ
境
遇
だ
か
ら

こ
そ
聞
け
る
・
話
せ
る
こ
と

が
あ
る
も
の
で
す
。

1857年、ニューヨークで起きた工場火災で多くの女性たちが

亡くなったことを受け、３月８日に低賃金・長時間労働に抗

議する集会が開かれたことが起源となり、賃金・労働条件の

向上を表す「パン」と、女性の尊厳・人権の確保をめざす

「バラ」をシンボルに、この日を『国連国際女性デー』とし、

女性の権利と平等のために闘う記念日として世界各国で記念

行事や催しなどさまざまな行動が展開されています。北海道

でも例年集会が開催されていて、今年は3月4日、札幌市・自

治労会館で開催です！ぜひお集まりください！

（2017年２月７日付道本部発第0045号参照）

朝日新聞では「国際女性デー」

に合わせて紙面やSNSを使っ

て皆さんとつながる企画「D

ear Girls」を始めています！

必見です！

◆大阪府大阪市職労機関紙「み

おつくし」1/11号より

◆上川町職労女性部「町長との

ふれあいトーク」

◆釧路市役所ユニオン女性部ニュー

スより「独自交渉報告」

fukubutyo-たださん ＃愛しのペッ

トたち＃ミニチュアホース＃ドン

＃ミミ＃ロバのロン

sorati-やのさん ＃職場のボーリング

大会予選＃ターキー達成


